
看護学校 学則細則 

 

（目的） 

第１条 独立行政法人国立病院機構新潟病院附属看護学校学則（以下、「学則」という）第４４条に 

基づき、細則を次の通り定める。 

  

（転入学等） 

 第２条 学則第１２条の欠員とは相当年次の欠員をいう。 

 ２ 選考は、既に修得した授業科目の成績の検討、面接を行い、学校運営会議において審査し、学則 

第１２条第１項の規定により学校長が許可する。 

 ３ 既に修得した授業科目とは、単位認定を受けた科目をいう。 

 ４ 転入学等の時期は、学年の始めとする。 

  

（入学者の選考） 

 第３条  入学者の選考は、本学入学試験規程に基づき実施する。 

  

（入学手続及び許可） 

 第４条 入学を許可された者は、誓約書を提出しなければならない。また高等学校卒業見込みで受験

  した者は卒業証明書を提出しなければならない。 

 

（授業科目、単位数及び時間数） 

 第５条 学則第１７条の授業時間は４５分をもって１時間とする。実習時間は６０分をもって１時間

とする。 

  

（授業科目の評価及び単位修得の認定） 

 第６条 学則第１８条第１項の評価は、試験、レポート等で行う。 

 ２ 評価は、原則として講義終了時又は各学期末に行う。 

 ３ 評価は、１００点を満点とする。 

 

 第７条  各試験の受験者は、試験中不正行為またはこれに類する疑わしい行為をしてはならない。 

 ２ 試験において不正行為が行われた場合は、試験監督者は退場を命じることができる。 

 ３  試験において不正行為が行われた場合は、試験の種類にかかわらず当該授業科目の評価を０点と

   し、当該年度では再度の試験は行わない。 

 ４ 試験において不正行為を行った者には学則第２８条により懲戒処分とする。但し、懲戒の種類は 

   学校運営会議において決定する。 

 

 第８条 学則第１８条第４項の該当者で、追試験を希望する者は追試験願を提出しなければならない。

   又、再試験を希望する者は再試験料を添えて再試験願を提出しなければならない。 

 ２ 学則第１８条第４項により、６０点未満の者に対して再試験を行う。但し当該年度において再試

験は１回とする。再試験・再実習の結果、得点が６０点以上であっても学則第１８条にいう可の合

格最低点をもって受験者の成績とする。 

 ３ 追実習、再実習は長期休暇中に行う。 

４ 追実習、再実習の実習期間・実習場所は受け入れ施設の状況により異なる場合がある。 

 ５ 追試験は、成績の２割を減ずる。ただし、実習の追試験は１００点満点とする。 

６ 追試験、再試験の受験手続きをした者が、事情によりその試験を受けなかった場合、学校長が  

   認めた場合以外は再度の試験は行わない。 



（配当年次における履修単位基準） 

 第９条 学校運営会議の議において単位認定の承認を行う。    

  

 第１０条 当該科目において、再試験で合格に満たなかった場合は、翌年に単位認定願を提出し、単 

位の認定を受けることができる。また、当該科目において、出席時数が授業時数の３分の２に達せ 

ず評価を受けることができなかった場合は、翌年に科目再履修願を提出し再履修したうえで単位の 

認定を受けることができる。 

 

（入学前の授業科目の履修等） 

 第１１条 学則１９条に該当する者は、入学後速やかに申請書及び単位の認定を申請する科目につい 

  て履修した学習内容を添えて申し出なければならない。 

 ２  単位は学校運営会議の議を経て認定する。 

  

（懲 戒） 

 第１２条 学則第２８条第１項に述べる行為があった者に対しては、学校運営会議の議を経て懲戒を 

決定し、本人及び第一保証人宛に学校長が懲戒通知書をもって通知する。 

  

（健康管理） 

 第１３条 学則第３０条の健康診断は、本校健康管理規程に従って実施する。 

  

（入学及び授業料の特例） 

 第１４条 学則第３４条の授業料の特例については、運営会議の議を経て学校長が決定する。 

  

（校舎及び寄宿舎施設の管理） 

 第１５条 施設の管理は、独立行政法人国立病院機構新潟病院長が実施する。 

２ 防火管理については、独立行政法人国立病院機構新潟病院長の定めるところに従って実施する。 

 

 第１６条 学生又は学生以外の者が校舎・寄宿舎・食堂・その他屋外等を利用しようとする場合は施

設使用承認申請書を提出し、学校長の許可を受けなければならない。 

 ２ 学生が施設内において広告物その他これらに類するものを掲示しようとする時は、掲示物を学校 

長に提示しその承認を得、指定された場所に掲示しなければならない。 

 

 第１７条 寄宿舎に入居を希望する者は、入寮願を学校長に提出し許可を受けなければならない。 

 ２ 退寮希望者は退寮願を提出し、学校長の許可を受けなければならない。 

 ３  寄宿舎の管理は、別に定める寄宿舎管理規程に基づき実施する。 

   

   附 則  この学則細則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則  この学則細則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則  この学則細則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則  この学則細則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 この学則細則の８条、９条、１０条は、平成２７年４月１日から施行する。 


